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スケジュール 
第 1日 6 月 3日(土) 

  A会場 (7号館１階 7102) 

セッション 1 

10:00 – 11:30 

関西支部企画 

（コミュニケーション・ビブリオバトル） 

 

支 部 会・昼 食

11:40 – 12:30 

北海道 (7102 教室), 東 北 (7102 教室), 関 東 (7102 教室), 中 部 (7203 教室), 

関 西 (7204 教室), 中国四国 (7104 教室), 九 州 (7205 教室) 

セッション 2 

12:45 – 14:15  

研究発表 1 

（公的言論） 

〈青沼、東、小坂〉 

 

 総会 

14:30 – 15:15 

総  会 

司会：松島綾（JCA事務局長） 

挨拶：守﨑誠一 (JCA会長) 

 学術講演 

15:30 – 16:30 

基調講演 （一般公開） 

 

基調講演者：山口高平（神奈川大学情報学部 教授） 

シンポジウム 

16:40 – 17:50 

シンポジウム （一般公開） 

 

シンポジスト：山口高平（神奈川大学） 

鈴木志のぶ（北海道大学） 

山田晴道（東京経済大学） 

司会：大橋理枝（放送大学） 

第２日 6 月４日(日) 

  A会場 (７号館２階 7204) B会場 (７号館２階 7205) 

セッション 3 

10:00 – 11:00 

研究発表 2 

（コミュニケーション教育） 

〈川野、上土井・竹中・中川・井上〉 

研究発表 3 

（文化実践） 

〈宮脇、齋藤〉 

  

セッション 4 

11:10 – 12:10  

研究発表 4 

（対人） 

〈友池、小山・佐藤〉 

研究発表 5 

（メディア分析） 

〈神戸、杉原〉 
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Schedule 

Day 1  Saturday, June 3 

  Venue A (Room 7102, Building 7, 1st floor) 

Session 1 

9:30-11:30 

Panel organized by Kansai Chapter 

 

Chapter meeting 

& Lunch 

11:40-12:30 

Hokkaido (Room 7102), Tohoku (Room 7102), Kanto (Room 7102), Chubu (Room 7203), 

Kansai (Room 7204), Chugoku-Shikoku (Room 7104), Kyushu (Room 7205) 

Session 2 

12:45-14:15  

Presentation 1 

（public discourse） 

<Aonuma, Azuma, Kosaka> 

 

General Assembly 

14:30-15:15 

General Assembly 

MC： Aya Matsushima 

Opening Remark: Seiichi Morisaki (JCA president) 

Keynote Address 

15:30-16:30 

Keynote Address (open to the public) 

 

Speaker: Dr. Takahira Yamaguchi (Professor, Kanagawa University） 

Symposium 

16:40-17:50 

 

Symposium (open to the public) 

“AI and Communication” 

Panelists: Takahira Yamaguchi (Kanagawa University) 

Shinobu Suzuki (Hokkaido University) 

Harumichi Yamada (Tokyo Keizai University) 

MC: Rie Ohashi (The Open University of Japan) 

Day 2  Sunday, June 4 

  Venue A (7204, Building 7, 2nd floor) B会場 (7205, Building 7, 2nd floor) 

Session 3 

10:00-11:00 

Presentation 2 

（communication education） 

<Kawano, Jodoi> 

Presentation 3 

（cultural practice） 

<Miyawaki, Saito> 

  

Session 4 

11:10-12:10  

Presentation 4 

（interpersonal communication） 

<Tomoike, Koyama> 

Presentation 5 

（media analysis） 

<Kambe, Sugihara> 
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6 月 3日（土） Saturday, June 4  15:30-16:30 

 

 学 術 講 演  Keynote Address 

 

講演者：山口 高平（神奈川大学 情報学部 教授） 

 

議論できる AIの可能性と課題：ChatGPTの時代から考える 

講演者は、記号推論 AIの基盤技術であるオントロジー（概念定義）と知識グラフ（人・もの・ことの

意味関係データ）に基づき、人と議論して、人の考えを支援する AI の研究を進めてきた。一方、2018

年頃より、文章のある単語を隠（マスク）し、マスク単語とマスク単語の前に現れる単語群との関係性

から、マスク単語を推測する Transformer による言語理解 AI である GPT (Generative Pre-trained 

Transformer)の開発が始まり、2022 年 11 月、GPT-3 により開発された ChatGPT は、質問応答、言い換

え、文章要約、テキスト分類、プログラムコード生成などの多くの機能を有し、全世界で、1 億人のユ

ーザ数が教師となり、ChatGPTの間違いを正すことから、短期間で驚くべき性能向上を達成した。しか

し、ChaGPT は、依然、間違った回答を返す、不得意な問題も残っている。 

本講演では、記号推論 AI と ChatGPT の性能を評価し、議論できる AI の可能性と課題について述べ

る。 

 

 

 【経歴】 

山口高平（やまぐち たかひら） YAMAGUCHI, Takahira 

 

大阪大学工学部通信工学科卒業、同大学院工学研究科通信工学専攻博士前期課程・博士後期課程修了。

工学博士。大阪大学産業科学研究所助手、静岡大学工学部助教授・情報学部教授、慶應義塾大学理工学

部教授を経て、現在、神奈川大学情報学部教授。 2012 年から 2014 年まで人工知能学会会長。著書に

「データマイニングの基礎」「人工知能とは」「AIシステムと人・社会との関係」「AIプロデューサー～

人と AIの連携～」など。知識ベース推論、機械学習、知能ロボットなどの研究に従事。近年、ユーザ向

け AI ロボット開発ツール PRINTEPS を開発し、ロボット喫茶店、教師ロボット連携授業を実践すると

ともに、産業×AIシステム構築方法論、オントロジーと知識グラフに基づく説明・議論できる AIシス

テムについて研究している。また、NHKサイエンスゼロ、あさイチなどに出演し、メディア等で一般人

に AIを分かりやすく解説している。 

今回の基調講演は一般公開され、会員資格や年次大会参加登録の有無を問わず、誰でも無料でご参加い

ただけます（要事前予約）。 
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6 月 3日（土） Saturday, June 4  16:40-17:50 

 

＜シンポジウム＞ 
 

AI とコミュニケーション 

 

司会：大橋 理枝（放送大学） 

シンポジスト：山口 高平（神奈川大学） 

       鈴木 志のぶ（北海道大学） 

      山田 晴道（東京経済大学） 

 

 学術講演を受けて行われる本シンポジウムでは、後援者の山口先生に加え、2 名の JCA 会員に登

壇いただき、本年度の年次大会テーマである「AI とコミュニケーション」を巡る諸問題について、

フロアの参加者からの意見も交え、建設的なコミュニケーションを展開したい。 

 

今回のシンポジウムは一般公開され、会員資格や年次大会参加登録の有無を問わず、誰でも無料でご参

加いただけます（要事前予約）。 
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6 月 3日（土） Saturday, June 3 11:40-12:30 

 
支部会議   Chapter Meetings 

 
  各支部でミーティングを行います。部屋割りについてはスケジュール表をお確かめ下さい。 

  Chapter meetings will be held in the assigned rooms, as listed on the schedule of events. 

 

 

 

6 月 3日（土） Saturday, June 3 14:30-15:15 

 

総 会 General Assembly 

司 会：松島 綾 （立命館大学・日本コミュニケーション学会事務局長） 

 

開会の辞：守﨑 誠一 （関西大学・日本コミュニケーション学会会長） 
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6 月 3日（土） Saturday, June 3 

時間 会場 プログラム  Session 

10:00 

│ 

11:30 

A 会場 

(7102) 

＜セッション １＞ 

 

パネル                       Panel Discussion 

関西支部企画 

11:40 

│ 

12:30  

 

7102教室 

7102教室 

7102教室 

7203教室 

7204教室 

7204教室 

7205教室 

支部会議                                       Regional Chapter Meetings 

北海道支部  Hokkaido      

東北支部   Tohoku 

関東支部   Kanto        

中部支部   Chubu 

関西支部   Kansai        

中国四国支部 Chugoku & Shikoku 

九州支部   Kyushu 

12:45 

│ 

14:15 

A 会場 

(7102) 

＜セッション ２＞ 

 

研究発表 1（公的言論）                          Presentation 1 

 

1. 近藤栄蔵・議会主義・無産政党 

―近代日本のプロレタリア雄弁の予備的考察その 2―  

青沼 智（国際基督教大学） 

 

2. 岸田首相の言語感覚 

東 照二（ユタ大学） 

 

3. ポピュラー音楽とコミュニケーション―芸術・学問・日常における対話― 

小坂 貴志（神田外語大学） 

14:30 

│ 

15:15 

 総会                                             General Assembly 

 

司会：松島 綾 （立命館大学） 

開会の辞：守﨑 誠一 （関西大学・日本コミュニケーション学会会長） 

15:30 

│ 

16:30 

A 会場 

(7102) 

基調講演                                          Keynote Address 

 

山口 高平（神奈川大学情報学部 教授） 

司会：小西 卓三（昭和女子大学・日本コミュニケーション学会学術局長） 

16:40 

│ 

17:50 

A 会場 

(7102) 

シンポジウム                        Symposium 

 

「AI とコミュニケーション」 

シンポジスト：山口 高平（神奈川大学情報学部） 

鈴木志のぶ（北海道大学） 

山田晴道（東京経済大学） 

司会：大橋理枝（放送大学） 
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6 月 4日（日）  Sunday, June 4 

時間 教室 プログラム Session 

10:00 

│ 

11:00 

A 会場 

(7204) 

＜セッション ３＞ 

 

研究発表 2（コミュニケーション教育）                          Presentation 2 

 

 

1. スピーチ・プレゼンテーション演習における聴く力の育成 

―フィードバックに焦点をあてて― 

川野 優希（立教大学大学院）  

 

2. インクルーシブディベートに向けた基礎的検討 

上土井 宏太（九州大学大学院）、竹中 野歩（九州大学）、 

中川 詩奈（九州大学）、井上 奈良彦（九州大学） 

 

B 会場 

(7205) 

研究発表 3（文化実践）                          Presentation 3 

 

1. モノのコミュニケーションを考える―ぬいぐるみ病院を事例として― 

宮脇 かおり（桃山学院大学）  

 

2. ポスト・コンテンツツーリズムにおける場所・モノの資源化 

—コンテンツの錯綜がひきおこす観光のコンフリクト— 

 

齋藤 光之介（法政大学大学院政策創造研究科修士課程） 

11:10 

│ 

12:10 

A 会場 

(7204) 

＜セッション ４＞ 

 

研究発表 4（対人コミュニケーション）                          Presentation 4 

 

 

1. 恋活・婚活（自律的出会い）におけるツール選択に関する研究 

友池 梨紗（愛知淑徳大学）  

 

2. 個人の認知・心理的特性の歪みが他者のコミュニケーションへの評価に与える影響とその関

連性の解明 

―完璧に見える人物が癇に障るのはなぜか― 

小山 哲春（京都ノートルダム女子大学）、佐藤 桃華（京都ノートルダム女子大学） 

 

B 会場 

(7205) 

研究発表 5（メディア分析）                          Presentation 5 

 

 

1. Beyond the Family and Normativity―A Queer Reading of Spy x Family― 

Naoki Kambe (Rikkyo University）  

 

2. ファンタジーテーマ分析によるナイキ CMのリプライにおける「日本人性」 

杉原 奈南実（立教大学大学院） 
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発表要旨 

 

6 月 3 日（土）  Saturday, June 4  12:40-14:15  Session 2 

A 会場                   研究発表１      公的言論 

Venue A           Presentation１    Public discourse  

近藤栄蔵・議会主義・無産政党 

―近代日本のプロレタリア雄弁の予備的考察その 2― 

青沼 智（国際基督教大学） 

 

本研究では、明治初期、西洋より日本に輸入され自由民権運動の波に乗り「弁論ブーム」を巻き

起こしたレトリックの、大正から昭和にかけての政治運動（大正デモクラシー、普選運動）の中で

の展開を考察する。具体的には、やはり明治初期、日本に持ち込まれたマルクス・エンゲルスの思

想に触発された社会主義・共産主義・無産者政治の活動の一環としての雄弁（弁論、演説）実践お

よびそれに関する教育・啓蒙活動について論述する。 

昨年の年次大会では近藤栄蔵（1883—1965）により著された『プロレタリア雄弁学』（1930（昭和

5）年、平凡社）に焦点を当て、マルクス・レーニン主義の政治言説戦略たる宣伝扇動（「アジ・プ

ロ」）と近藤が描いたプロレタリア雄弁との関係を歴史的・理論的に考察した。今回は、自身創立メ

ンバーであった日本共産党と袂を分ち無産政党に参加した近藤の議会主義と彼のレトリック論と

の関係が如何様であったか、また、共産党離脱以降に近藤が参加した無産政党が 1920 年代から 30

年代にかけ主催した「政治学校」において、雄弁（弁論、演説）がいかに教授されていたのかを考

察したい。特に政治学校での雄弁・弁論教育については、近藤に加え浅沼稲次郎が教鞭をとってい

たことは注目に値する。浅沼は早稲田大学雄弁会出身であり、第二次世界大戦後は日本社会党の委

員長に就いた人物である。浅沼のいわば「和製」プロレタリア雄弁と、米国中等・高等教育の雄弁・

討論教育からの影響が認められる近藤のプロレタリア雄弁との比較も本研究で行う予定である。 

 

岸田首相の言語感覚 

東 照二（アメリカ合衆国 ユタ大学）
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 政治家の岸田文雄は、２０２１年の１０月より総理大臣を務めており、日本を代表する首相で

ある。日本で首相として最長記録を達成した元首相の安倍晋三が、突然の凶弾に倒れ、そのまま

亡くなるという大事件が勃発した。その際、多くの政治家、国民、マスコミが、民主主義への辛

辣な挑戦として、強く避難した。特に、防衛増税問題など、とりわけ、政治家たちと旧統一教会

との関係、安倍晋三の国葬問題は、多くの国民、マスコミから注目される事態となり、現在、岸

田内閣、およびその関係者をめぐって、強い不支持の状態が続行している。幸か不幸か、その不

支持率は３０％前後にまで落ち込んだままとなっている。そこで、本研究では、なぜここまで岸

田に関する支持率が落ち込んでいるのか、その背景、特に岸田の政治言語力を中心にして考えて

みることにする。政治家の言語使用を観察、評価、考察したものには、さまざまな研究が考えら

れるが、政治学者の御厨貴は、特に安倍首相以来、政治についての細かい「説明」は、国民に対

してしなくて良いのだという風潮が広まってきていると指摘している。特に、２０２２年７月の

参議院議員選挙が終わり、今後衆議院の任期満了まで解散がなければ、２０２５年までの３年

間、全国規模の国政選挙がないことになる。果たして、どこが岸田にとって、大きな問題なのだ

ろうか。岸田は、実は、自分には人の意見を「聞く」能力、意志があり、この「聞く」力こそ

が、自分を首相にまで持ち上げたのだと自負してきた。しかしながら、国会での答弁、演説など

を調べてみると、「聞く」力どころか、「話す」力もないことが分かってくる。つまり、「聞く」

「話す」といった両方の言語の本質について、今一度、考え直し、行動する必要があることが見

えてくる。

 

ポピュラー音楽とコミュニケーション 

―芸術・学問・日常における対話― 

小坂 貴志（神田外語大学） 

 

 ラップシーンが映し出す日本社会を対話論的に素描し、対話論と音楽との深い関係を指摘され

ている（出口・小坂、2022）。本研究では、ポピュラー音楽全般と対話論との共通項を探り、その

関係性を俯瞰する予備的文献調査を実施していく。 

 これまでに行ってきた先行研究のまとめから得られた知見によると、音楽と対話論とは深い関

係にある。対話論を構成する要素の一つである「声」（voice）は、リリックを伴う楽曲には欠かせ

ない。文芸批評家バフチンは、「シンフォニー」を派生させた「ポリフォニー」という造語で対話

論の最大の特徴である多声性を表した。さらに、レゲエやヒップホップなどのジャンルにおい

て、対話論的な考察が行われてもいる（Turner, 2022）など、対話論と音楽とには高い親和性が認
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められる。 

 その背景として、バフチンは「芸術と責任」と題するエッセイにて、ひとつの人格の中で、責

任と罪を伴う形にて、芸術・学問・日常は統合されなければならないと主張している。ジャンル

にも強い関心を寄せているバフチンは、音楽芸術と学問、日常性との関係性を対話的に論ずるこ

とにも触れているはずである。 

 今回の文献調査では、以下の 2 つの文献を分析対象とした。戸谷（2016）は、J ポップ 15 曲の

歌詞を読み解き、先生と真衣（大学生）との対話を通して、哲学の根本思想について紹介してい

る。J ポップが芸術、哲学が学問、先生と真衣との対話が主に日常について言及しているため、芸

術と学問、日常が見事人格の中で対話する形式をなしている。鈴木（2022）では、戸谷では触れ

られていない音楽的要素に加え、政治社会にまで言及されており、考察する対象の幅の広さの可

能性を感じさせる。これら 2 作品には、芸術・学問・日常がリリック分析を通して交差し合う様

が描かれている。 

 音楽芸術の重要性はコロナ禍で再認識されたが、学問は、芸術、日常の間のさらなる関係性を

確認する責任を有し、今後もこれら複合的な交差の対話的考察を継続していきたい。 

 

引用文献 

 

スージー鈴木（2022). 桑田佳祐論 新潮社 

Turner, E., (2022). The discourse of protest, resistance and social commentary in reggae music: A 

Bakhtinian analysis of pacific reggae. Routledge. 

出口朋美・小坂貴志（2022). 多文化社会の対話的成り立ち—両義・多声的ラップのリリック内容分

析を通して— 「縁側」知の生成に向けて 多文化関係学という場の潜在力 明石書店, 111-

111. 

戸谷洋志（2016). J-POP で考える哲学 自分を問い直すための 15 曲 講談社 
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6 月 4 日（日）  Sunday, June 4 10:00-11:00  Session 2 

A 会場                   研究発表２      コミュニケーション教育 

Venue A           Presentation２     Communication education 

スピーチ・プレゼンテーション演習における聴く力の育成 

―フィードバックに焦点をあてて― 

川野 優希（立教大学大学院） 

 

 日本でもプレゼンテーションなどのオーラルコミュニケーション教育が重視されるようになっ

たが、「話す」ことに比べて「聴く」ことの育成は依然として軽視されている。しかしながら、コ

ミュニケーションは双方向のやり取りであり、「聴く」ことは「話す」ことと等しく重要な役割を

果たしている。加えて、他のコミュニケーション行為と同様に、聴くことにも適切な訓練が必要

である。特に対話場面では意識される聴くことも、スピーチやプレゼンテーションなどの 1 対多

数のコミュニケーション場面では、より話し手に焦点があたり、聴き手の役割が軽視されやす

い。スピーチやプレゼンテーションもコミュニケーションの一形態である以上、聴き手の育成も

必要不可欠であるが、先行研究においては、聴き手に焦点をあてたスピーチ/プレゼンテーション

教育に関する実践研究はほとんど見当たらない。 

そこで本研究では、スピーチ/プレゼンテーション教育における聴く力を育成するための効果的な

教材および教育手法を明らかにすることを目的に、専門学校生を対象とした教育実践研究をおこ

なった。今回の発表では、話し手に対する適切なフィードバックを促すための教材や教育手法を

中心に報告をする。 

 6 ヶ月間にわたる教育実践の結果、話し手と聴き手の間にはフィードバックに対する認識のギャ

ップがあること、聴き手によるネガティブフィードバックの質量を向上する必要があることが明

らかになった。また、フィードバックの指導において、一定の型を導入することや、第三者によ

るサンプルスピーチ動画を用いることが効果的に働いた。さらに、スピーチの準備段階とスピー

チ後といったフィードバックをするタイミングも考慮する必要性があることがわかった。最後

に、男子学生よりも女子学生の方がネガティブフィードバックをすることに強い抵抗感を抱いて

いることが示唆された。 
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インクルーシブディベートに向けた基礎的検討 

 

上土井 宏太（九州大学大学院） 

竹中 野歩（九州大学） 

中川 詩奈（九州大学） 

井上 奈良彦（九州大学） 

 

 ディベートは、様々な分野で教育手法として用いられており、その有効性が数々の研究によっ

て確認されている。一方で、本研究チームが課題と感じている点は、この有効な教育手法である

ディベートにアクセスできない人々が存在していることである。特に、教育という文脈で「合理

的配慮」が求められる場面において、人前で話すことが難しい学生にとってディベートはハード

ルが高く、これまで実践が難しかった。具体的な事例として、吃音症を患っている学生にとっ

て、人前でスピーチを行うことはハードルが高い（菊池, 2021）。 

 この問題を解決するために、研究チームが目をつけたのが、人工音声を用いたディベートであ

る。人工音声を用いることで、人前で話す必要がなく「合理的配慮」を行うことができ、さらに

ディベートを実践することができるので、ディベートによって得られる教育効果を得ることがで

きる可能性がある。このようなディベート環境を実現する上で、人工音声を用いることでディベ

ートにおける勝敗の判定やスピーチの評価についてどのような影響が及ぶのか検討を行うことは

重要である。 

 本研究では、まず、実際のディベートの録画の文字起こしを行い、ボイスチェンジャーを用い

て音声変換を行ったディベートを作成した。その 2 つのディベートを、ディベート経験者・未経

験者に視聴してもらい、勝敗・勝敗の理由・スピーカーの順位を記入してもらい、分析を行っ

た。さらに、個別の学生に対する半構造化インタビューも行い、音声変換有り・なしのディベー

トに対して抱いた感情についても明らかにした。発表当日は、人工音声を用いたインクルーシブ

ディベートの形式についての提言を行い、ディベート経験者・未経験者からのフィードバックを

いただくことで、よりよいディベートの形式について議論を行いたい。 

 

引用文献 

菊池良和（2021）「吃音患者が自己実現の欲求をもつためのマズローの欲求段階説」『音声言語医学』

62(3), pp. 181-185 
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6 月 4 日（日）  Sunday, June 4  10:00-11:00  Session 3 

B会場               研究発表 3      文化実践 

Venue B        Presentation 3        Cultural practice 

モノのコミュニケーションを考える 

―ぬいぐるみ病院を事例として― 

宮脇 かおり （桃山学院大学） 

本研究はぬいぐるみを題材に、モノのコミュニケーション理論化の可能性を探ることを目的とす

る。ぬいぐるみは生命を持たない単なる布と綿の集合体であり、ぬいぐるみからの返事はすべて

所有者の独り言である。ぬいぐるみとの会話は、自己内コミュニケーションのひとつとして論じ

ることも可能ではある。しかしぬいぐるみとのコミュニケーションは会話だけに留まらない。む

しろ、触れる、抱きしめるといった身体接触が重要視される。こういった形でのコミュニケーシ

ョンは自己内コミュニケーションだけでは説明がつかない。 

まず注目すべき思想の枠組みとして、物質性を積極的に論じる「新しい唯物論(New 

materialism)」が挙げられる。新しい唯物論は、人＝主体、物＝客体という構造を否定し、非人間/

人間、物/言説の境界を脱構築しフラットな存在論から出来事を分析する（楠見 2021,p.30）。しか

し新しい唯物論にはモノの「死」「時間」といった次元を射程に入れられていないという批判もあ

る（ザルテン・北野 2018）。 

発表では、モノに刻まれた時間や死の兆候を描き出し得る題材としてぬいぐるみ病院を取り上げ

る。ぬいぐるみ病院とは、「ぬいぐるみ法人もふもふ会」が運営するぬいぐるみ修理サービスであ

る。特に興味深いのが、ICU（集中治療室）で行われるという「皮膚移植手術」（ぼろぼろになっ

た布部分の修理）である。修理はしたいが気に入っているぬいぐるみの劣化を含めた外見や匂

い、触り心地をそのまま維持したいという思いに対し、ぬいぐるみ病院は元々の皮膚を温存する

手法を用いるためそのぬいぐるみの存在は変わらないという説明を行う。これは個々のぬいぐる

みに刻み込まれた持ち主との時間、そしてそれらが醸成する唯一性の尊重と言える。これらは新

しい唯物論に抜けていたモノの時間性を示すエビデンスとなる。ぬいぐるみは日々持ち主とコミ

ュニケーションを行っており、その痕跡を自身の身体に留め続けていると言えよう。 

引用文献 

楠見友輔(2021)「ニューマテリアリズムによる教育研究の可能性:物と人間の関係に焦点を当て

て」『教育方法学研究 46』 

ザルテンアレクサンダー・北野圭介(2018)「1 新しい唯物論の可能性とその限界―兆候としてのモ

ノ」北野圭介編『マテリアル・セオリーズ：新たなる唯物論にむけて』京都：人文書院 
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ポスト・コンテンツツーリズムにおける場所・モノの資源化 

—コンテンツの錯綜がひきおこす観光のコンフリクト— 

齋藤 光之介(法政大学大学院政策創造研究科修士課程) 

 

 「コンテンツツーリズム」とは、映画や小説、アニメといった「コンテンツ」に動機づけられ

た観光である。本研究では、とりわけアニメに動機づけられたそれ、すなわち「アニメ聖地巡

礼」の現場のおけるコミュニケーションをテーマとして取り上げる。アニメ聖地巡礼をめぐる従

来までの研究では、アニメの「聖地」は熱心なファンによって「発見」され、様々なメディアを

つうじて一般的な認知を獲得していくことで段階的に成立していくとされる(岡本 2018)。しか

し、今日におけるアニメ聖地巡礼においては、Googleストリートビュー等をもちいて短時間で

「発見」され、SNS等で即座に情報が拡散されることもしばしばであり、そうした一連のプロセス

は消滅しつつある。また、コンテンツの著作権者や「聖地」のある地域社会が、そうした情報発

信を積極的におこなっている事例も少なくない。 

 このような「ポスト・コンテンツツーリズム」と指呼しうる状況においては、そもそも観光者

を受け入れるリソースが豊富な、いわゆる「観光地」が「聖地」として選定される傾向にある。

コンテンツツーリズムに訪れるファンたちは、「観光地」の観光資源を利用し、キャラクターが描

かれた絵馬を奉納したり、訪問者が自由に書き込めるノート（「観光地ノート」）に書き込みをお

こなったりする。本研究では、こうした場所・モノを媒介としたメッセージ交換を分析の俎上に

のせていく。 

 より具体的には、アニメ『ゆるキャン△』の舞台となった静岡県浜松市の浜名湖佐久米駅にお

いて、「観光地ノート」への書き込みがアニメに関する記述を中心に増加していることを取り上げ

る。これは、ファンによるコミュニケーションが活発化した証左といいうる一方で、既存の観光

資源を流用した予定調和的な実践でもある。 

 以上のような議論から、観光資源の豊富な「場所」にコンテンツが集中している状況を示す。

そして、その場所・モノをメディアとして媒介されるファンたちのコミュニケーションが、今日

におけるコンテンツツーリズムを構築していく過程を考察する。 

 

引用文献 

岡本健(2018)『アニメ聖地巡礼の観光社会学――コンテンツツーリズムのメディア・コミュニケー

ション分析』法律文化社 
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6 月 4 日（日）  Sunday, June 4  11:20-12:10  Session 4 

A 会場               研究発表 4      対人コミュニケーション 

Venue A        Presentation 4        Interpersonal communication 

恋活・婚活（自律的出会い）におけるツール選択に関する研究 

 

友池 梨紗（愛知淑徳大学） 

 

 かつて日本の皆婚社会を支えていたのは、見合い結婚や職場を通じた出会いによる職縁結婚だっ

た。そんな見合い結婚や職縁結婚の裏側には、当事者の結婚の面倒を見てくれる世話好きな個人や

企業が存在した。それらの存在がなくなった今、当事者自ら交際相手と出会うルートを見いださな

ければならない。しかし、自分に合う相手と出会い、交際相手になるまでに関係を構築するには相

当のコストが不可欠となる。結果、未婚者で結婚意向のある者の半数近くが結婚していない理由と

して「適当な相手にめぐりあわないから」を挙げている。 

筆者は、変化を続ける男女の出会いがその後の関係構築のコミュニケーションプロセスにどのよう

な影響を及ぼすのか調査を行っており、恋愛交際に結びつく出会いは大きく２つに分けられると考

えている。学校や職場などの日常生活の場で偶然生じる「偶発的出会い」と、恋活・婚活のツール

を活用して生じさせる「自律的出会い」である。 

昨今の出会いの変遷から今後は自律的出会いの受容が高まることが予想される。そして、２人の関

係発展を促進してくれる世話好きの個人が欠如する現代では、恋愛交際を希望する一人ひとりが交

際相手と出会い、関係を深め、交際関係を育む必要があり、そこに不可欠なコミュニケーションの

観点から調査を進めることは喫緊の課題である。 

本発表で共有する内容は恋活・婚活のツール選択に関する調査第二弾の結果である。恋活・婚活に

活用されるさまざまなツール（マッチングアプリ、街コン、結婚相談所など）の特徴を割り出し、

利用者の性格、価値観、置かれた環境などから合っているツールを示すことができれば、これから

恋活・婚活を始めようとする個人や恋活・婚活サービスを提供している事業の一助となるだろう。 
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個人の認知・心理的特性の歪みが他者のコミュニケーションへの評価に

与える影響とその関連性の解明 

―完璧に見える人物が癇に障るのはなぜか― 

 

小山 哲春（京都ノートルダム女子大学） 

佐藤 桃華（京都ノートルダム女子大学） 

 一見完璧に見える人物に対し、素直に尊敬したり、高く評価をしたりする人が多い中、「なんか

怪しい、胡散臭い」というネガティブな評価をする少数派が存在する。本研究では、このようなあ

る意味で「歪んだ見え方」に影響を及ぼす心理・認知的な個人特性とその関係性を明らかにするこ

とを目的とし、82 名の参加者（日本語話者）を対象に、シナリオを用いた擬似実験デザイン研究を

行った。 

 参加者は、2 人の人物(人物 A…誰から見ても高い評価を得られるようなコミュニケーションスタ

イルの人物、人物 B…一見「完璧な人」ではあるが、そのコミュニケーション・スタイルに何らか

の意図性や演技性を感じさせる可能性のある人物) が登場するシナリオを読み、それぞれのコミュ

ニケーション評価を行なった。同時に、参加者の心理・認知的個人特性（「Self-Monitoring」、「他者

軽視」、「攻撃性」、「認知必要性」、「自己愛尺度」、「自己意識尺度」、および本研究で独自に概念化し

た「他者の反応への関心」）を計測し、特に人物 B を猜疑的に否定的評価した参加者を対象として、

個人特性と他者評価の関連を分析した。 

 分析では、人物 A,B の評価差を基準に 2 つのグループ（「高低群」：人物 B への猜疑的評価高、人

物 A への猜疑的評価低と、「低低群」：人物 A,B への猜疑的評価共に低）を構成し、t検定を用いて

個人要因（主に、「人物 A/B は印象操作を行っており、それがバレていないと思っているか」と「あ

なたは、人物 A/B をどこか胡散臭いと思うか」という項目）の平均値を比較した。結果、特に猜疑

心、仮想的有能感、他者の反応への関心に有意な差が見られ、いずれも高低群の方が高かった。こ

の結果から、こうした少数派のコミュニケーション評価は、認知必要性や Self-Monitoring(演技性)

などの社会認知的スキルや能力に基づいた「正しい見方」ではなく、むしろネガティブな心理特性

の影響を受けた「歪んだ見え方」である可能性が示唆された。
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6 月 4 日（日）  Sunday, June 4  11:20-12:10  Session 4 

B会場               研究発表 5      メディア分析 

Venue B        Presentation 5        Media analysis 

Beyond the Family and Normativity 

―A Queer Reading of Spy x Family― 

 

Naoki Kambe (Rikkyo University) 

Tatsuya Endo’s Spy x Family is one of the most successful media productions (e.g., anime, manga) in the last 

few years. It is about the Forgers, a fake family formed by Loid Forger, Yor Forger, and Anya Forger. Each 

character has “a secret self they don’t show to other people” (Endo i); Loid is a spy called “Twilight”; Yor is 

an assassin known as Thorn Princess; Anya, a six-year-old girl, is a telepath. As part of Loid’s spy mission 

requiring him to find a wife and a child, the three meet and form a fake family. For this reason, the Forgers 

could be seen as a queer family “where something about the structure / nature / being / doing of the family is 

inherently queer” (Manning 69). This family in turn reflects as well as challenges the image of a normative 

family or the nuclear family ideal. In this paper, I attempt to perform a queer reading of Spy x Family regarding 

this normativity or ideal. In so doing, I employ queer theory which critiques, destabilizes, subverts, and 

challenges normativity (McCann and Monaghan 1). In particular, I pay attention to the following three 

interrelated normativities: nuclear family ideal, fatherhood & motherhood, and heteronormative & genetic 

intimacy. Through this analysis, I argue that the Forgers challenge normativity by showing their doubleness or 

dilemma being normal and queer and show a new mode of doing intimacy which is not based on romance nor 

genetics but on the commonality shared by the three as “social outliers from traumatic backgrounds who have 

been displaced from any chance at a ‘normal’ upbringing in a ‘normal’ family” (Henderson par. 23). 

 

Work Cited 

Endo, Tatsuya. Spy x Family 1. Translated by Casey Loe. VIZ, 2019.  

Henderson, Alex. “Queer Resonance and Critiquing Heteronormativity in SPY x FAMILY.” Anime x 

Feminist 15 June 2022. https://www.animefeminist.com/queer-resonance-and-critiquing-

heteronormativity-in-spy-x-family/ accessed 25 January 2023.  

Manning, Jimmie. “Queering Family Communication.” Navigating Relationships in the Modern Family 

Communication, Identity, and Difference, edited by Jordan Soliz and Warner Colaner Feldman, pp. 69-

85. Peter Lang, 2020. 

McCann, Hannah and Whitney Monaghan. Queer Theory Now. Red Globe Press, 2019. 
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ファンタジーテーマ分析によるナイキ CM のリプライにおける「日本人性」 

 

杉原 奈南実（立教大学大学院） 

 本研究では、マジョリティとしての「日本人性」の意味を明らかにすることで、「日本人」中心の

社会構造を問い直そうとした。分析では 2020 年に Twitter で公開されたナイキの CM のリプライ

で集団内の世界観を明らかにし、「日本人性」を明らかにすることを目的として、ファンタジーテ

ーマ分析を用いた。 

 現代日本では海外にルーツを持つ人が増えているが、民族や国籍の差別問題は深刻である。民族

や国籍に関わる差別問題の解決のためマイノリティと呼ばれる人たちの声を聞く研究が多くある

一方、多様化する日本社会でマジョリティとしての「日本人性」の意味を問い直す研究は多くない。

マジョリティ研究の一つであるホワイトネス研究を参考に、マジョリティとしての「日本人性」が

どのように構築されているかを明らかにする。 

 ナイキが 2020 年 11 月 28 日に Twitter で発表した CM に寄せられたリプライ 188 件を本研究

の分析対象とし、ファンタジーテーマ分析を用いてリプライ欄でどのように「日本人性」が構築さ

れているかを明らかにする。この CM では「日本人」だと思われる女の子、在日コリアンの女の子、

父親が黒人で母親が「日本人」だと思われる女の子 3 人が主人公である。3 人は別々に生活してい

てそれぞれ学校でいじめを受け、周りから好奇の目で見られ、家族と衝突していて、周囲と異なっ

ていることに葛藤している。最終的に 3 人同じサッカーチームでプレイし、「いつか誰もがありの

ままに生きられる世界になるって？」「でもそんなの待ってられないよ」というセリフを言う。こ

の CM のリプライには「日本人」と「外国人」の対立構造があり、明治期以降の「日本人論」やナ

ショナリズムとの関連性から「日本人性」とナショナリズムを本研究の軸概念とした 


